


解答 
1（ア）右の図が示され、記号の部位に以下の各用語が適切に示されていればよい。 
（22 点：図 6 点、用語 8×2 点） 
A 骨端 
B 骨幹端 
C 骨幹 
1 関節軟骨 
2 骨端板（骨端軟骨） 
3 海綿骨 
4 緻密骨 
5 骨髄腔 
 
（イ）胎生期に形成された軟骨が石灰化し骨組織に置換されること。（10 点） 
 
（ウ）①（4 点） 
 
（エ）右の図とともに、各用語が適切に示されていればよい。 
（14 点：図 6 点、用語 4×2 点） 
 
 

 

 

  
2（ア）Ａ: 重層扁平、B: 角化（角質化）、C: 横紋（6 点：3×2 点） 
 
（イ） 頸粘液細胞：頸に多く分布し、扁平から不定形の核を基底側に持ち、粘液を分泌する。 

壁細胞：体部に主に分布する大型の細胞で、円形の明るい核を持ち、細胞体は扇形から三 
角形を示す。ミトコンドリアを多く含むため酸好性で、細胞内分泌細管が発達し、 
塩酸（胃酸）を分泌する 

主細胞：主部に分布する小型の細胞で、核は丸く、基底側の細胞質は粗面小胞体を含むの 
で、塩基好性を示し、腺腔側は酵素原顆粒が豊富に存在する。ペプシノーゲンなど

のタンパク分解酵素を分泌する。 
（24 点: 3×8 点） 

 
（ウ）以下の特徴について記載されていればよい。（20 点：5×4 点） 

・絨毛の発達が悪い  ・陰窩（腸腺）が深く発達する 
・上皮細胞の微絨毛は発達が悪い ・杯細胞が多数認められる 
・線条縁は薄く目立たない ・粘膜固有層が厚い 
・一部の種では腸ヒモが発達する ・直腸後部は漿膜ではなく外膜となる 
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問 1 哺乳類の長骨の解剖学的知識、軟骨内骨化の特徴、および軟骨組織の構造を図示する能

力を問う。 

 

問 2 哺乳類の消化器系の比較解剖学的知識、反芻動物の特性、および消化管組織の構造と機

能の関連性を問う。 
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